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法
と
制
度
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進 

 

「
寿
命
を
全
う
す
る
直
前
ま
で
国
民
が

健
康
に
暮
ら
せ
る
世
界
最
初
の
独
立
国
家
に

な
ろ
う
」
と
い
う
宣
言
を
２
０
１
３
年
に
出

1
0

 

し
ま
し
た
。
人
生
半
ば
で
癌
を
患
っ
て
も
、

失
明
し
て
も
回
復
で
き
る
よ
う
に
、
世
界
各

地
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
開
発
の
事
業
化
を
主

導
す
る
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｔ
を
組
成
。
米
ボ
ス
ト
ン
の

拠
点
は
、
１
日
６
０
０
０
人
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

1
5

 

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
３
月
に
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
緊

急
使
用
認
可
を
取
得
し
て
活
躍
中
で
す
。 

西
海
岸
の
拠
点
は
10
月
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
や
抗

体
検
査
と
異
な
る
最
新
技
術
で
感
染
症
を
正

2
0

 

確
に
検
査
で
き
る
携
帯
装
置
を
完
成
さ
せ
ま

す
。
唾
液
に
よ
る
診
断
が
可
能
で
、
所
要
時

間
は
20
分
弱
程
度
。
コ
ロ
ナ
の
判
別
が
毎
日

可
能
に
な
り
、
経
済
・
安
全
の
両
立
を
実
現

で
き
ま
す
。
様
々
な
病
気
を
自
宅
で
検
査
し
、

2
5

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
結
果
を
医
師

に
送
る
こ
と
で
遠
隔
診
断
の
現
実
味
が
増
す

と
同
時
に
、
全
体
の
費
用
は
大
幅
に
下
が
り
、

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
と
患
者
負
担
の
軽
減

が
同
時
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

3
0

 

我
が
国
の
創
薬
国
際
競
争
力
を
高
め
る

た
め
の
制
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
進
め
ま
す
。

例
え
ば
、
遺
伝
子
治
療
で
二
重
基
準
と
な
っ

て
い
る
法
律
と
指
針
を
統
合
し
、
副
作
用
が

少
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
癌
に
効
果
が
期
待
で
き

3
5

 

る
ウ
イ
ル
ス
療
法
や
、
Ｗ
Ｔ
１
免
疫
療
法
な

ど
を
本
承
認
と
す
る
実
例
を
作
る
べ
き
で
す
。

カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
か
ら
医
薬
品
開
発
を
除
外
す

る
こ
と
で
開
発
期
間
も
開
発
費
用
も
大
幅
に

軽
減
で
き
る
の
で
、
先
端
治
療
を
患
者
に
安

4
0

 
価
で
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
で
は
高
抗
体
価

を
持
つ
回
復
者
血
漿
治
療
で
死
者
を
大
幅
に

減
ら
せ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
開
発
と
違
い
制
度

改
革
さ
え
す
れ
ば
、
今
す
ぐ
に
で
も
可
能
で

4
5

 

確
実
な
療
法
で
す
。
14
年
に
実
現
し
た
「
条

件
・
期
限
付
早
期
承
認
制
度
」
の
適
用
を
拡

大
し
、
新
薬
や
治
療
法
を
次
々
と
創
出
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
毎
年

11
月
、
日
本
政
府
と
国
連
経
済
社
会
理
事
会

5
0

 

の
特
別
協
議
資
格
を
持
つ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・フ

ォ
ー
ラ
ム
米
合
衆
国
公
益
財
団
が
技
術
と
制

度
の
新
し
い
流
れ
を
発
表
す
る
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｆ

を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 
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（
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｔ
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
は
、
太
字
） 


